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はじめに 

 子牛の呼吸器疾患は、生産現場では下痢症とともに経済的被害 

    の大きな疾病である。 
 

 呼吸器疾患の発生事故件数は年々増加傾向にあり、一戸当たり 

    の飼養頭数と同調する傾向がある。 
 

 原因が様々なため、制御するには原因となる病原微生物、環境 

    要因、生体の3者を的確に捉え、適正な飼養管理や治療、予防 

    を講じることが必要 
 

 本疾病は、多くの臨床獣医師が生産現場で遭遇するが、診断お 

    よび治療方針の現状についての情報は十分とは言えない。 
 

 今回、「子牛の呼吸器疾患の診断、治療、予防に関する全国 

    アンケート」を臨床獣医師の協力のもとに実施し、多くの回答 

    が得られたので報告する。 
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徳島、佐賀 

（人） 

37都道府県415名 
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回答者情報 

NOSAI 

88% 

開業 

6% 

その他団体 

6% 

男性 
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女性 

14% 

所 属 
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回答者情報 
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29% 
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診療対象について 
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1. あなたの主な診療対象家畜はどれですか？（1つ選択） 

  

乳用牛 

44% 肉用牛 

56% 
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飼養形態（ハッチ、パドックなど） 

ストレス対策（輸送、暑熱等） 

牛舎構造 

牛舎内の換気状況 

敷料の交換頻度 

初乳給与の有無 

ワクチン接種の有無 

胎子期の母牛の栄養状態 

既往歴 

飼育密度 

離乳時期 

飼料の充足度と質 

飼料成分 

その他 

2-1. 子牛の呼吸器疾患の多い農家と少ない農家での飼養管理状況の 
        違いはどこにあると思いますか？（3つ選択）   

（人） 

・人の移動 
・子牛の栄養状態 
・衛生管理（消毒など） 
・寒冷感染対策 
・分娩房、敷料の量 
・ｵｰﾙｲﾝｵｰﾙｱｳﾄ 
・導入時の隔離・馴致 
・哺乳ロボット 
・一つ一つの積み重ね 
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牛の観察力 

疾病の発見力 

診療依頼のタイミング 

診療依頼の頻度 

自家治療の有無 

その他 

2-2. 子牛の呼吸器疾患の多い農家と少ない農家では管理担当者の 
        どこに違いがあると思いますか？（2つ選択）   

（人） 

・管理担当者の数 
・意識（予防・危機） 
・疾病の脅威の認識 
・飼養管理方法 
・牛舎にいる時間 
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品種 

栄養状態 

日齢 

併発疾病の有無 

初乳給与の有無 

疾病への抵抗力 

分娩時の状況 

既往歴 

ワクチン接種の有無 

その他 

3. 診療対象家畜の特徴 
 一農場において、呼吸器疾患に罹りやすい子牛と罹りにくい子牛の 
   違いはどこにあると思いますか？（2つ選択）      

（人） 

・性別、血統、血流 
・飼養環境（衛生・温湿度） 
・母牛の栄養状態 
・生時の大きさ 
・飼養管理の違い 
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子牛の呼吸器疾患の診断について 
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呼吸器症状（呼吸数・発咳・肺音） 

局所症状（関節や耳など） 

初乳の摂取状況 

過去の疾病発生状況 

分娩時の状況 

ワクチンの接種状況 

その他 

4. 子牛の呼吸器疾患の原因を推測する上で、重視するものは 
    何ですか？（3つ選択） 

（人） 

・飼養環境 
・母牛管理状況 
・発生状況（集団 or 個別） 
・栄養状態 
・治療への反応性 
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稟告 

日齢 

病原微生物検索結果 

5. 子牛の呼吸器疾患の病態把握のために、基準としているものは 
    何ですか？（3つ選択） 

（人） 

・耳翼の下垂具合 
・呼吸様式 
・カフテスト 
・栄養状態 
・抗体検査（Pre, Post） 
・白血球数 
・起立状態 
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血液生化学検査 

動脈血液ガス測定 

X線検査 

超音波検査 

病原微生物検索 

糞便検査 

検査しない 

その他 

6. 子牛の呼吸器疾患の診療時に行う臨床検査はどれですか？ 
   （複数選択可） 

（人） 

・血液塗抹 
・抗体検査 
・PCR（マイコプラズマ） 
・糞便検査 
・経過や全身状態に応じて選択 
・（問診、体温、聴診、触診） 
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7. あなたの診療所では、子牛の呼吸器疾患に対する原因病原微生 
    物の検索を実施していますか？（1つ選択） 

すべて診療所 

2% 

一部診療所 

8% 

すべて家畜保健所 

12% 

一部家畜保健所 

31% 

すべて外部民間

業者 

5% 

一部外部民間業者 

15% 

検査しない 

26% 

その他 

1% 
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その他 

8. 設問7で用いる検査サンプルは何ですか？（複数選択可） 

  

264 

177 

176 

122 
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細菌 

ウイルス 

マイコプラズマ 

抗体価 

その他 

9. 設問8で用いた検査サンプルで、主に何を検査しますか？（複数選択可）  

（人） 

（人） 

・眼結膜スワブ 
・肺サンプル（剖検時） 

・薬剤感受性 
・ウレアプラズマ 
・好中球数 
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正直症状からは推測できない 

その他 

10. 子牛の呼吸器疾患の原因微生物の推測 
 10-1. あなたは臨床症状のみで、どのような原因微生物を推測でき 
           ますか？（複数選択可）   

（人） 

・細菌並びにウィルスの複合感染がほとんど 
・1頭のみでは推測困難 
・集団発生では、共通の症状・所見からある程度推測可能 
・病原微生物2～3種までは絞れるが、1種類までは断定 
 できない 
・原因微生物の特定よりも、生体のコントロールを重視 
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10. 子牛の呼吸器疾患の原因微生物の推測 
 10-2. 設問10-1）で選択したのは、どのような症状からですか？ 

・全身症状 

・鼻汁（量、性状） 

・発咳 

・眼脂 

・流涙 

・角結膜炎 

・耳翼下垂 

・耳漏 

・中耳炎 

・関節炎 

  

・神経症状（斜頸など） 

・皮下気腫 

・呼吸器症状（呼吸音、副雑音） 

・呼吸様式 

・感染の拡大様式 

・抗生物質への反応 

・体温推移 

・症状の変化（亜急性・急性） 

など 
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超音波検査所見 

糞便検査所見 

呼吸器内病原微生物検索結果 

個体情報 

飼育環境 

畜主の飼養管理技術 

特にない 

その他 

11. 治療法を選択する際に、重視する情報は何ですか？ 
      （3つ以内選択） 

（人） 

・農場の過去の疾病発生状況や治療成績 
・抗生物質感受性 
・同様の症状で有効だった治療法 
・同僚獣医師の情報 
・流行 
・既往歴 
・栄養状態 
・家畜共済病傷給付基準 
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12. 抗菌薬について 
 12-1. 子牛の呼吸器疾患の治療に抗菌薬を使用しますか？（1つ選択）   

412 

2 

0 100 200 300 400 500 

する 

しない 

設問12-1）で、「A.する」を選択された方 
 12-2. 抗菌薬の使用目的は何ですか？（1つ選択）  
  

（人） 

原因療法の

ため 

63% 

対症療法の

ため 

14% 

二次感

染予防

のため 

14% 

慣例的使用 

6% 
免疫機能の

補助 

2% 

その他 

1% 

家畜感染症学会 



The Society of Farm Animal in Infectious Diseases 

 12-3. 第一選択薬で最もよく使用する抗菌薬は何ですか？（1つ選択）  

ペニシリン

系 

43% 

セフェム系 

6% 

アミノグリ

コシド系 

11% 
マクロライ

ド系 

3% 

テトラサイ

クリン系 

11% 

フルオロキ

ノロン系 

7% 
フェニコー

ル系 

16% 

その他 

3% 

設問12-1）で、「A.する」を選択された方 
 12-4. 設問12-3）で選択した抗菌薬の主な投与経路は何ですか？（1つ選択） 

0  

16  

80  

3  

0  

0  

0  

0  

0  20  40  60  80  100  

経口投与 

静脈内投与 

筋肉内投与 

皮下投与 

動脈内投与 

気管内噴霧 

吸入（ネブライザーなど） 

その他 

（%） 

・PC/SM合剤 
・スクリーニング検査後、 
 感受性のある抗生剤を使用 
・飼養形態や品種で異なる 
・中～大規模農家（ﾌｪﾆｺｰﾙ系）  
   小規模農家（AG系） 
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165 

41 

37 
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慣例的使用 

広域スペクトル抗菌薬だから 

狭域スペクトル抗菌薬だから 

殺菌性抗菌薬だから 

静菌性抗菌薬だから 

過去の疾病発生状況から 

薬剤感受性結果に基づいて 

その他 

設問12-1）で、「A.する」を選択された方 
 12-5. 設問12-3）で選択した抗菌薬の選択理由は何ですか？（2つ選択） 

（人） 

・経験から 
・マイコプラズマにも効果があるから 
・マイコプラズマに効果があり、かつ安価だから 
・パスツレラ、マンヘイミアをターゲット 
・耐性菌、局所刺激 
・投与量（少ない、製品） 
・薬物動態（分布容、半減期、持続性、薬剤浸透性） 
・家畜共済病傷給付基準 
・使用抗菌薬の種類を少なくしたい 
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The Society of Farm Animal in Infectious Diseases 

設問12-1）で、「A.する」を選択された方 
 12-6. 病原微生物検索結果によって使用する抗菌薬を変更しますか？ 
           （1つ選択）   

する 

85% 

しない 

15% 

設問12-1）で、「A.する」を選択された方 
 12-7. 抗菌薬投与を止めるタイミングは何で判断しますか？（1つ選択） 

4  

61  

32  

1  

0  

1  

0  10  20  30  40  50  60  70  

慣例的日数 

全身症状 

呼吸器症状 

特に決めていない 

原因病原微生物検索が陰性 

その他 

（%） 
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設問12-7）で「Ｂ.全身症状」もしくは「C.呼吸器症状」を選択された方 

 12-8. 症状消失後何日に抗菌薬の投与を止めますか？（1つ選択） 

  

消失後すぐ 

15% 

消失後1～3日 

79% 

消失後4～6日 

3% 

消失後7日以上 

0% 

特に決めていない 

2% 
その他 

1% 
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設問12-7）で、「Ｂ.全身症状」もしくは「C.呼吸器症状」を選択された方 
 12-9. 抗菌薬を2種類以上併用して投与することはありますか？（1つ選択） 

ある 

58% 

ない 

42% 
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26 

37 

55 

8 
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テトラサイクリン系 

サルファ剤 

フルオロキノロン系 

フェニコール系 

その他 

設問12-9）で、「A.ある」を選択された方 
 12-10. 使用する抗菌薬は何ですか？（複数選択可） （人） 

・ホスミシン 
家畜感染症学会 
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設問12-9）で、「A.ある」を選択された方 
 12-11. 投与方法はどのようにしていますか？（1つ選択）   

同時に投与 

89% 

時間を空けて別々

に投与 

3% 

症例により異なる 

7% 
特に考えていない 

0% 
その他 

1% 
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その他 

161 
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鎮咳剤 

去痰剤 

ステロイド系抗炎症剤 

非ステロイド系抗炎症剤 

気管支拡張薬（β2作動薬等） 

免疫増強剤 

輸液剤 

その他 

特にない 

  

設問12-11）で、「Ｂ.時間を空けて別々に投与」もしくは「C.症例により 
 異なる」を選択された方 
 12-12. 使用する抗菌薬の順序は、何を意識して決めていますか？（1つ選択） 

 12-13. 抗生剤以外に併用する薬剤はありますか？（複数選択可） 
（人） 

（%） 

・月齢 
・PAE 
・作用機序 
・ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏを考慮 

・ビタミン剤 
・鉄剤 
・解熱剤 
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The Society of Farm Animal in Infectious Diseases 

設問12-11）で、「Ｂ.時間を空けて別々に投与」もしくは「C.症例に
より異なる」を選択された方 
 12-14. 設問12-13）で選択した薬剤を使用する理由は何ですか？ 
             （1つ選択） 

対症療法のため 

61% 

病勢悪化防止 

37% 

慣例的使用 

1% 

その他 

1% 

・栄養状態改善のため 
・生体反応のコントロール 

家畜感染症学会 
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設問12-1）で、「B.しない」を選択された方 
 12-15. しない理由は何ですか？（1つ選択） 

病原微生物検索

結果から 

3% 

免疫機能低下を

危惧 

9% 

効果が不明 

50% 

薬剤耐性菌の 

出現を危惧 

20% 

 増体率の低下

を危惧 

0% 

その他 

18% 

・家畜共済病傷給付基準 
・1剤で反応がある 
・1剤で充分 
・薬剤の効果判定が難しくなる 
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13. 予後判定について 
 13-1. 子牛の呼吸器疾患において治癒・予後判定は行いますか？ 
           （1つ選択） 

する 

35% 

する時としない

時がある 

51% 

しない 

14% 

その他 

0% 
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344 

28 

12 

11 

1 

4 

0 

4 

14 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 

臨床症状 

血液一般検査所見 

血液生化学検査所見 

動脈血液ガス測定値 

X線検査 

超音波検査所見 

糞便検査所見 

呼吸器内病原微生物検索結果 

その他 

設問13-1）で、「A.する」もしくは「B.する時としない時があ
る」を選択された方 

 13-2. 予後判定のために重視する検査は何ですか？（2つ以内選択） 
（人） 

・一般状態 
・聴診（呼吸器） 
・発育 
・増体 
・畜主からの稟告 
・治療経過 
・過去の治療歴 
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必要と思わない

から 

37% 

忙しくてできな

いから 

21% 

農家から依頼が

ないから 

26% 

その他 

16% 

設問13-1）で、「C.しない」を選択された方 
 13-3. 予後判定をしない理由は何ですか？（1つ選択）   

・予後判定をしても結果を活かせない。 
・再発しないよう注意して治療を終える。 
・再診以外治癒と判断しているため 
・治癒の定義を明確に説明出来ないと考えるため 
・死ぬまで廃用にならないから 
・判定が難しいから 
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子牛の呼吸器疾患の予防について 
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14. 抗菌薬の予防的投与について 
 14-1. 子牛の吸器疾患対策として、抗菌薬の予防的投与を行って 
 （勧めて）いますか？（1つ選択）   

行って   

（勧めて）  

いる 

41% 
行って   

（勧めて）  

いない 

59% 
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設問14-1）で、「A.行って（勧めて）いる」を選択された方 
 14-2. 使用する抗菌薬は何ですか？（複数選択可）   

53 

2 

22 

71 

56 

7 

8 

7 

4 

0 20 40 60 80 

ペニシリン系 

セフェム系 

アミノグリコシド系 

マクロライド系 

テトラサイクリン系 

サルファ剤 

フルオロキノロン系 

フェニコール系 

その他 

 14-3. どのような農場で行って（勧めて）いますか？（複数選択可） 

2 

74 

118 

50 

5 

0 20 40 60 80 100 120 140 

全ての農場 

大規模農場 

呼吸器疾患多発農場 

希望する農場 

その他 

（人） 

（人） 

・PC/SM合剤 

・同一農場内で疾患が発生し、増加傾向 
 を認めたとき 
・ロボット哺乳導入農場 
・群飼養 
・肥育専門農場で市場からの導入時 
・肉用子牛導入時（10ヵ月齢） 
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14-4. 抗菌薬の予防的投与を行っている牛群における、呼吸器症状 
    発症個体の治療についてです。治療に用いる抗菌薬は、予防的 
          投与で使用した抗菌薬とは異なる種類のものを使用しますか？ 
         （1つ選択） 
  

はい 

70% 

いいえ 

30% 
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設問14-4）で、「A.はい」を選択された方 
 14-5. 抗菌薬は何を基準に変更しますか？（2つ選択）   

24 

64 

59 

70 

32 

3 

3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 

慣例的使用 

全身症状 

呼吸器症状 

過去の疾病発生状況から 

予防的投与で使用した抗菌薬とは作用が異なる 

特にない 

その他 

（人） 

・細菌検査結果 
・薬剤感受性検査結果 
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15. 子牛へのワクチネーション 
 15-1. 子牛への呼吸器対策として、ワクチネーションを行って 
        （勧めて）いますか？（1つ選択）   

行って         

（勧めて）      

いる 

76% 

行って         

（勧めて）       

いない 

24% 
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設問15-1）で、「A.行って（勧めて）いる」を選択された方 
 15-2. 主に使用しているワクチンは以下のうちどれですか？ 
            （1つ選択） 

5  

0  

48  

21  

13  

0  

9  

3  

0  10  20  30  40  50  60  

バクテリア3種混合不活化ワクチ 

呼吸器病3種混合生ワクチン 

呼吸器病5種混合生ワクチン 

呼吸器病5種混合不活化ワクチン 

呼吸器病6種生・不活化混合ワクチン 

IBRウイルス生ワクチン 

マンヘミア不活化ワクチン 

その他 

（%） 

・RSワクチン 
・母牛には呼吸器6種混 
 子牛には呼吸器5種生とﾊﾞｸﾃﾘｱ3種 
 不活化を使用 
・5種混合生、不活化併用 
・ﾊﾞｸﾃﾘｱ3種+呼吸器6種混 
・ﾍﾓﾌｨﾙｽ不活化 
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225 

71 

47 

74 

16 

0 50 100 150 200 250 

過去に農場内で呼吸器疾患の集団発生があった 

地域で断続的な流行がみられる 

農場内での発生歴はないが予防のため 

市場で義務付けられているため 

その他 

設問15-1）で、「A.行って（勧めて）いる」を選択された方 
 15-3. ワクチネーションを行う理由は何ですか？（複数選択可） 

（人） 

・治療が楽になるから 
・難治性慢性肺炎の予防 
・治療でなかなか治らないので 
・効果があるから 
・地域防疫 
・農家の依頼 
・発生頻度を減らすため 
・剖検所見より実施する必要があると思った 
・群管理に必要不可欠 
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設問15-1）で、「B.行って（勧めて）いない」を選択された方 
 15-4. ワクチネーションを行って（勧めて）いない理由は何ですか？ 
（2つ以内選択）   

14 

6 

2 

38 

51 

22 

18 

2 

0 10 20 30 40 50 60 

効果が不明 

接種時期がわからない 

副反応が心配 

農家からの要望がない 

ワクチン接種より他に改善すべき点があるから 

呼吸器疾患で困っていない 

農家の経済状況 

その他 

（人） 

・行政が行っている 
・開業獣医師が接種 
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16. 農家への指導について 
 16-1. 子牛の呼吸器疾患が多い農家に対して、何らかの管理指導を 
           していますか？（1つ選択）   

積極的に実施 

23% 

農家によって 

実施 

58% 

農家の依頼に

よって実施 

12% していない 

7% 
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設問16-1）で、「A.積極的に実施」、「B.農家によって実施」、「C.
農家の依頼によって実施」のいずれかを選択された方 
 16-2. 農家に対して、子牛の呼吸器疾患の管理指導をする場合、特に 
           重要だと思うことは何ですか？（2つ選択）   

80 

319 

53 

133 

68 

58 

7 

3 

13 

11 

0 100 200 300 400 

飼養施設 

飼養環境衛生 

初乳給与 

ワクチネーション 

妊娠中の母牛の管理 

診療依頼のタイミング 

診療依頼の頻度 

自家治療 

予防的抗菌薬の投与 

その他 

（人） 

・栄養管理 
・牛の観察 
・病因調査 
・人工哺乳器の乳首口の大きさ 
・農場によってニーズが異なる 
・農家さんのやる気 
・環境整備（寒冷対策） 
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子牛の呼吸器疾患に対する 
自己評価について 
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17. 子牛の呼吸器疾患の治療・予防に対する自己評価をお聞きします。 
     （1つ選択） 

自信がある 

4% 

まあまあ自信が

ある 

50% 

やや苦手である 

34% 

苦手である 

12% 
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まとめ 

・本アンケート調査により、全国の臨床獣医師の子牛の 

 呼吸器疾患に対する診断法や治療法、予防法について 

 具体的数値として表すことができた。 
 

・その結果、獣医師により診断法および治療法、予防に 

 対しての意識に違いがあることが示されたが、実際の 

 臨床（生産）現場の現状を評価する上で大変貴重な情 

 報であった。 

家畜感染症学会 



The Society of Farm Animal in Infectious Diseases 

・呼吸器疾患の発症に、病原微生物、環境要因、生体要因の 

 3者が関与していることは十分理解されている。 
 

・呼吸器疾患の原因の推測や病態の把握には、一般身体検査 

 （体温、聴診など）が重視され、他に血液一般検査、血液 

 生化学検査、病原微生物検索が行われている。 
 

・呼吸器疾患時での治療法の選択には臨床症状を重視し、 

 使用する抗菌薬は、過去の発生状況や経験を基に選択する 

 傾向にある。 
 

・呼吸器疾患の予防としてワクチネーションが普及している 

 一方で、それ以前に改善すべき点も多くあると考えられて 

 おり、両者並行して実施していく必要がある。 
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